新たな高速道路料金案に対する

阪神都市圏からの意見と提案
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１　新たな高速道路料金割引案に対する意見
(１)　今回の発表は、地域の意見を聞かず、かつ、環境や物流など地域の政策的課題に配慮せず、一方的に決定されたものであり、地域主権の理念に反し誠に遺憾である。
(２)　阪神高速道路における距離料金制導入等による利用者のわかりやすさや公平な負担に向けた改善を謳いながら、都市圏における高速道路会社間での異なる料金体系を残す等、地域の実情を理解せず、利用者にとって依然として利用しにくく、課題のある料金体系となっている。
① 都市圏における高速道路会社間の一元化していない料金体系が残る。
② 阪神高速については、特に阪神西圏において現行料金よりも値上げ　になる利用者が多い。また、特定料金区間の廃止により、国道43号等の環境負荷が増大する。
③ 西日本高速については、第二京阪道路等の均一料金区間の割高な料　金が改善されず不公平感が残る。
(３)　上記（２）の課題を残したまま、地域の政策的課題解決を目的とした時間帯割引等を廃止し、全国の高速道路料金割引を目的とした「利便増進事業」の枠組みを一方的に組換え、その財源を特定の路線整備費に投入することは、全国高速道路利用者にとって理解が得られない行為である。
２　地域主権による高速道路政策に関する

新たな提案
～「都市圏高速道路等の一体的運営構想」～　（別紙）


「地域主権」の観点から、地域による「ガバナンス」と「マネジメント」のもと、「地域の実情」を踏まえた料金設定や整備・維持管理を行う新たな枠組みとして、阪神高速道路、西日本高速道路、地方道路公社の有料道路等で構成する都市圏高速道路等の一体的運営を提案する。
３　「都市圏高速道路等の一体的運営」において

実現を目指す具体的施策の提案
関係する地方公共団体と十分な協議・調整を行いつつ、下記の提案実現に向けた法・制度の整備等、積極的な取り組みを要請する。

(１)　料金体系の一元化
① 都市圏の高速道路等の運営主体間で異なる料金体系を解消し、地域の実情を踏まえた対距離制の導入による「利用しやすい一元化した料金体系」の実現を図る。
② 一元化を推進するためのＥＴＣシステムの有効活用を図る。
(２)　地域経営による都市圏高速道路等の整備・維持管理
① 地域の責任と判断で、地域の政策的課題の解決に向けた「戦略的整備（早期のﾐｯｼﾝｸﾞﾘﾝｸの解消）」及び「維持管理」を実施する。
※国・地域の役割を明確化するため、国土軸を形成する高速道路は国家戦略として、国の責任において整備・維持管理を行う。
② 地域主権・経営を確立する観点から、償還期間を抜本的に見直し、料金収入による整備・維持管理を行うことにより、地域で完結し、かつ債務も含め独立した経営採算性を担保する。
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